
 

9  

昭
和
五
十
五
年
三
月
十
二
日
提
出 

質

問

第

九

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

最
高
裁
判
所
の
規
則
制
定
権
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
五
年
三
月
十
二
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

灘 
尾 

弘 

吉 

殿 

 

提 

出 

者 
 

飯 

田 

忠 

雄 

 

一 

 



 

憲
法
第
七
十
七
条
は
、
最
高
裁
判
所
は
訴
訟
に
関
す
る
手
続
に
関
す
る
事
項
、
弁
護
士
に
関
す
る
事
項
、
裁
判

所
の
内
部
規
律
に
関
す
る
事
項
、
司
法
事
務
処
理
に
関
す
る
事
項
の
四
事
項
に
つ
い
て
規
則
を
定
め
る
権
限
を
有

す
る
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で 

三 

し
か
し
、
法
案
の
内
容
か
ら
国
会
の
審
議
に
付
す
る
を
相
当
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
判
所
に
お 

一 

憲
法
第
七
十
七
条
に
「
権
限
を
有
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
右
に
掲
げ
た
四
事
項
に
つ
い
て
は
、
立
法
権
の
例
外

と
し
て
最
高
裁
判
所
に
立
法
権
限
を
与
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。 

二 

従
つ
て
、
右
の
四
事
項
に
関
す
る
立
法
を
す
る
場
合
に
は
、
原
案
を
最
高
裁
判
所
に
お
い
て
立
案
し
、
最
高

裁
判
所
に
お
い
て
審
議
し
立
法
す
る
の
が
原
則
で
は
な
い
か
。（
法
形
式
は
、
最
高
裁
判
所
規
則
第
〇
号
「
〇
〇

〇
法
」
）
。 

最
高
裁
判
所
の
規
則
制
定
権
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

 

四 

い
て
法
案
を
立
案
し
、
国
会
に
提
出
し
て
審
議
可
決
を
求
め
る
場
合
も
合
法
で
あ
る
と
解
し
う
る
と
思
う
が
ど

う
か
。 

四 

右
の
場
合
に
お
い
て
、
公
布
に
つ
い
て
の
内
閣
の
助
言
と
承
認
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
別
と
し
て
、
内
閣
が

立
法
に
参
画
す
る
憲
法
上
の
根
拠
は
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


